
主要事業マネジメントシート 部局名

千円（ 千円） 千円（ 千円） 千円（ 千円）
千円（ 千円） H27要求 千円（ 千円） 千円（ 千円）

■ 重点課題【知事重点分野】 （項目名： ） □ 人口減少関係 （項目名： ）
□ 成長戦略 （項目名： ） □ 新・地震防災アクションプラン （項目名： ）
□ その他 （項目名： ）

■ 府の役割 ■ 民間では実施不可（行政がすべき役割）
□ 国の役割 □ 民間で実施するためのインセンティブとして実施
□ 市町村の役割 □ その他

受益者負担あり（内容・水準： ）
□ 受益者負担を求めない（理由： ）
■ 受益者負担になじまない

（事業目標）

（指標） （実績）

（事業期間） H ～ H
（指標）

（コスト分析結果）
H24（フルコスト） 千円／ （分析単位） ＝ 千円
H25（フルコスト） 千円／ （分析単位） ＝ 千円
＜事業優先性や事業選択の判断に影響を与えるような事情が新たに発生した場合に記載＞

○「性暴力被害者支援スーパーバイザー（仮称）の配置」
　・性暴力救援センター・大阪SACHICOに１名配置、協力医療機関の被害者支援の
サポート

○「協力医療機関（医師、看護師、事務職員）研修」
　・医師等協力医療機関を対象に研修会を実施（年間８回程度）
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（理由）府内で性暴力被害者のための病院拠点型ワンストップ支援セ
ンターは1か所しかなく、府内のネットワーク体制を強化するためには
広域的専門行政を担う府としての施策が必要。

大阪府内における性犯罪（強姦が２年連続の全国ワースト、強制わいせつも４年連続の全国ワースト）が深刻であること、一方で、性暴力被害の支援体制が府内では
ほとんどないという実情がある。こうしたことから、国（内閣府）もSACHICOの取組みに着目し、モデル事業採択した。府はこの先駆的な「民間資源」を活用し、被害女性
支援を通じ府内のすべての女性の安心安全につなげる。このため、府内で唯一、先駆的に性暴力被害者の相談、治療等への取組みを実践してきた「性暴力救援セン
ター・大阪SACHICO」におけるこれまでの経験や技術等のノウハウを活かし、府内の各医療機関における性暴力被害者支援をサポートするスーパーバイザー（仮称）
を同センターに配置し、協力医療機関と連携するなどにより、地域に拡がりをもった最も効果的な性暴力被害者支援に向けたネットワークの強化と支援体制の整備拡
大を見込む。SACHICOを擁する大阪でしかできない手法。

本事業は、２ヵ年計画によりネットワークの強化を図り、必要なスキル、援助手法を確立した協力医療機関等は自主的にこのネットワークに継続して参加、協力すること
から、事業計画終了後のリスクはない。

警察本部との連携が必要不可欠。健康医療部の理解・協力も有効。

将来のリスク管理

庁内での連携

他事業との
整合性　等

民間との役割分担
（理由）性暴力被害は、被害者のプライバシーへの配慮、司法手
続きの専門性、医療知識等が必要。警察・医療機関、行政との連
携が必須となるため府が公民のつなぎ役として実施。

事業
手法

特記事項

事業名 医療機関と連携した性暴力被害者支援ネットワーク強化事業　　　　　／　担当室課　青少年・地域安全室　治安対策課

H24
H25

H26

-目標に達しなかった場合の改善方策

産婦人科医会にさらなる協力を求め、医療機関との
被害者支援ネットワークについて関係機関及び府
民に対する周知を強化する。

府内の医療機関と連携し、性暴力被害者支援ネットワークを強化することにより、迅速かつ効果的な被害者支援を行い、性暴
力被害の潜在化、継続化、深刻化を防止する。

他事業との重複はなし

防災・減災対策、治安対策に向けた取組み

政策企画部

3,914
H24

3,914
実績

H25


